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参加者募集 
人権ゆかりの地をたずねて
　町では、人権意識の啓発を目的に、
人権ゆかりの地を訪れる事業を実施
します。
　今年は、同和問題をはじめ広く人
権問題を学習する場として開設され
た京都市人権資料展示施設「ツラッ
ティ千本」を訪ねます。
　日時／３月22日㈬　午前９時～午
後４時　見学先／ツラッティ千本、
大徳寺山門　定員／25人（定員を超
える場合は抽選）　費用／1,100円程
度（昼食代）　その他／町バスを利用
します　申込・問合せ／２月15日㈬
～ 28日㈫に総務課へ。電話可

今年の桜は、空から見よう!! 
さくらであい館 ３月25日オープン 
� 淀川河川公園背割堤
　「さくらであい館」が、淀川三川
合流域の振興と周遊拠点となる国営
公園のサービスセンターとして、３
月25日㈯に淀川河川公園背割堤地
区（八幡市御幸橋東側）にオープンし
ます。
　地域振興プログラムや、室内を使
った様々な学習会、サイクリングユ
ーザーの休憩など多目的に使えるサ
ービスセンター棟と、地上約25mの
高さから、1.4kmの桜並木を一望で
きる展望塔を備えています。どなた
でもご利用いただけます
　問合せ／淀川河川公園管理センタ
ー☎06（6994）0006

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています
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要約筆記ボランティア養成講座

　町社会福祉協議会のボランティア
グループ、要約筆記サークル「グー」
では、聴こえに不安のある中途失聴
者や難聴者のために、書いて伝える
要約筆記講座を開きます。
　日時／２月18日、25日、３月４
日の土曜日。３日間の連続講座。時
間はいずれも午後１時30分～３時
30分　場所／ゆうホール３階ミー
ティングルーム　定員／ 20人程度　
費用／無料　申込・問合せ／町社会
福祉協議会☎075（631）0022

FUKUSHI就職フェア

　京都最大規模の福祉関連合同説明
会『FUKUSHI就職フェア』が開催
されます。平成30年３月卒業生を
対象としていますが、平成29年卒

臨時福祉給付金の申請は�
３月１日㈬までです

　町では、平成28年度臨時福祉給
付金及び年金生活者等支援臨時福祉
給付金（障害・遺族基礎年金受給者
向け）の申請を受け付けています。
　対象と思われる人には、昨年８月
下旬と先月中旬に申請書等を郵送し
ています。同封の案内等をお読みい
ただき、該当する人は申請書に必要
事項を記入・押印等をし、必要に応
じて本人確認書類や振込先金融機関
口座確認書類等を添付のうえ、３月
１日㈬までに役場住民福祉課へ提出
してください。

　　　給付金をかたった詐欺に要注意

高齢者保健福祉計画アンケート
回答はお済みですか？

　町では、高齢者が健康で安心して
暮らすことができるよう「久御山町
第８次高齢者保健福祉計画」の策定
を計画しています。２月上旬に計画
策定のためのアンケートを対象者に
郵送していますので、回答がまだの

業生や一般求職者も参加できます。
入場無料、予約不要です。
　日時／３月３日㈮　正午～午後
５時　場所／メルパルク京都５階
･ ６階（JR「京都」駅中央口から徒歩
３分）　内容／正午～ 法人PRタイ
ムなど、午後１時～ 合同就職説明
会　その他／出展法人は京都府内の
介護・福祉事業所　約100法人　主
催・問合せ／福祉職場就
職フェア実行委員会（京
都府社会福祉協議会内）
☎075（252）6297

２月26日㈰　クロスピア市

　まちの駅「クロスピアくみやま」
では、毎月最終日曜日にクロスピア
とその周辺で、特産品の販売やフリ
ーマーケットを出店する「クロスピ
ア市」を開催しています。

人は住民福祉課へご返送ください。
� 　問合せ／住民福祉課

古紙・古布は�
集団回収に出しましょう

　古紙類は大切な資源です。不要に
なった古紙・古布等は、ごみとして
捨てずに、分別して地域の集団回収
や古紙回収業者に出しましょう。
　町では、自治会・子ども会などの
住民団体が継続して行う古紙類等の
資源回収活動に対し、再生資源集団
回収補助金を支給して活動を助成し
ています。
　現在、町内で47の住民団体が集
団回収活動に取り組んでおり、昨年
度は約515トンの古紙類等を回収し
リサイクルされています。
　なお、この補助金を受けるには、
事前に団体登録が必要です。
� 　申請・問合せ／環境保全課

高槻市の淀川河川敷で�
ヨシ原焼き　２月26日㈰

　高槻市の淀川河川敷に広がるヨシ
の群生地は多様な生物の生息地にな
るとともに、この地で採れるヨシは
雅楽で用いられる篳

ひ ち り き

篥の吹き口とし
て大変重宝されています。
　ヨシ原焼きはこの貴重な自然地の

　今月は２月26日㈰に開催しま
す。時間は、午前10時〜午後３時
です。ＤＵＦＦのライブなども予定
しています。
　　　問合せ／クロスピアくみやま
　　　　　　　☎075（632）2300

リユース着物の譲渡と�
　　 リサイクルガラス教室

　城南衛生管理組合では、リユース
着物の譲渡やリサイクルガラスを使
用した作品作りをします。申込不
要。お気軽にお越しください。
　日時／２月21日㈫　午前10時30分
～午後３時　場所／ゆうホール３階
ミーティングルーム　内容／リユー
ス着物を500円で譲渡、ガラス教室

「ミニ・リース絵付け」（無料。先着50
人）　問合せ／エコ・ポート長谷山☎
0774（56）5556（水・木曜日は休館）

保全や、害草・害虫の駆除、不慮の
火災防止等を目的に行われる伝統的
な行事となっています。
　今年は、このヨシ原焼きが２月
26日㈰午前９時から正午頃まで、
地元の鵜殿のヨシ原保存会、上牧実
行組合により行われます（悪天候の
場合は３月12日、なお悪天候の場
合３月19日同時刻に延期）。
　炎や灰が舞い上がらないよう、細
心の注意を払って行われますが、風
向きによっては、淀川沿線を中心に
相当広い範囲にわたって灰が舞い落
ちることが予想されますので、特に
洗濯物などにご注意ください。
　問合せ／高槻市産業環境部環境
　　　　　緑政課☎072（674）7483

納期限は２月28日㈫です

■国民健康保険税� 第９期
　� 問合せ／税務課
■後期高齢者医療保険料� 第８期
� 　問合せ／国保健康課
■上下水道料金� 12月・１月分　
� 　問合せ／上下水道課
■保育所・幼稚園保育料� ２月分
� 　問合せ／子育て支援課
　税金や町の公共料金のお支払いは、
便利な口座振替をご利用ください。

おしらせ

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※ バーコードの印字がない納付書は使用できません。

無料
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毎週月・木曜日　午前 10 時 20 分
と午後 5 時から ”久御山だより”を
放送しています。

認知症予防・啓発講演会
　専門の講師を招き、認知症予防
に関する講演会を開催します。こ
の機会に、認知症に関する正しい
知識を学び、どこでもできる認知
症予防体操を体験してみましょ
う。参加は無料です。
　日時／３月７日㈫ 午後２時～
３時30分　場所／役場５階会議
室51・52　対象／町内在住また

は在勤、在学で認知症に関心のあ
る人　講師／京都学園大学客員研
究員 横山慶一さん　定員／先着
50人程度　参加費／無料　持ち
物／筆記用具　申
込・問合せ／３月
１日㈬までにいき
い き ホ ー ル へ ☎
0774（41）3466

（午前10時～午後
８時）

スポーツに親しむ日
　健康づくりに役立つスポーツを楽し
んでもらおうと、「平成28年度第３回
スポーツに親しむ日」を開催します。
　普段スポーツをしていない人も、
これを機会に健康のためのスポーツ
を始めましょう！　当日、直接会場
へお越しください。
　日時／３月４日㈯　午前９時30
分～ 11時30分　場所／総合体育館　
対象／住民（小学３年生以下は保護
者同伴）　※保育ルーム有り　内容
／ニュースポーツ体験など　持ち物
／上靴、飲み物、タオルなど　問合
せ／社会教育課

元気フロンティア教室�
始めよう！ アンチエイジング

　町では、健康づくりの一環とし
て、宇治市・城陽市・京都府国民健
康保険団体連合会と共催で「元気フ
ロンティア教室」を開きます。どな
たでも参加できます。
　日時／３月18日㈯　午前10時～
11時30分　場所／うじ安心館３階
ホール（宇治市宇治下居13- ２）　※
役場（午前９時出発）またはゆうホー
ルからの送迎バスをご利用くださ
い（先着20人）　対象／町内在住の
人　内容／講演・実技「始めよう！
アンチエイジング」　※動きやすい
服装でご参加ください　定員／先着

40人　参加費／
無料。参加賞有り　
申込･問合せ／２
月16日 ㈭ ～ ３ 月
８日㈬に国保健康
課へ。電話可

る父子・母子家庭の児童　内容／町
長、民生児童委員協議会会長からお
祝いと励ましの言葉、記念品贈呈　
申込・問合せ／２月22日㈬までに
子育て支援課へ。電話可

おはなし会
　図書館では、ボランティアスタッ
フが絵本や紙芝居を読み聞かせる

「おはなし会」を毎月開いています。
　日時／２月25日㈯　午前10時30
分～ 11時　場所／ゆうホール２階
お話し室　問合せ／図書館☎0774

（45）0003

災害ボランティアセンター　
発足　記念講演

　町社会福祉協議会では、常設型の
災害ボランティアセンターの立ち上
げを記念して講演会を開催します。
　日時／３月７日㈫ 午前11時～正
午　場所／役場議会棟４階特別会議
室　内容／記念講演「災害時の災害
ボランティアセンターの役割とは
？」講師：京都府災害ボランティア
センター長 宮本隆司さん、同事務
局長 渡邊一真さん　問合せ／同協
議会☎075（631）0022

運転ボランティアを募集

　町社会福祉協議会では、自動車を
利用して福祉当事者の生活を支援す
る運転ボランティアを募集します。
　内容／年９回実施のボ
ランティア給食の配食活動
など　申込・問合せ／同協
議会☎075（631）0022

あそびの広場
　町民生児童委員協議会では、お父
さん、お母さんの子育てを応援する

「あそびの広場」を開きます。もう
すぐ、ひな祭り。みんなでおひなさ
んを作って遊びましょう。申込はい
りません。気軽にお越しください。
　日時／３月２日㈭　午前10時～
11時30分　場所／あいあいホール　

対象／町内在住で就学
前の幼児とその保護者　
内容／ひな作り　問合
せ／住民福祉課

親子ニコニコ子育てサロン

　町社会福祉協議会では、未就園の
子どもと保護者を対象に子育てサロ
ンを行います。
　日時／３月６日㈪　午前10時～
午後０時30分　場所／地域福祉セ
ンター視聴覚室　内容／お別れ会＆
お楽しみ会、ミニ会食など　参加
費／１組200円　申込／２月16日
㈭～３月２日㈭に同協議会へ☎075

（631）0022

ひとり親家庭新入学児童を�
祝い励ます会

　町では、民生児童
委員協議会と共催
で、「ひとり親家庭
新入学児童を祝い励
ます会」を予定しています。
　日時／３月中旬～下旬。参加希望
者には、改めて案内します　対象／
町内在住で、４月に小学校に入学す

催し・募集
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つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
２
月
17
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

２
階
交
流
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
２
月
21
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

材
料
費
／
１
人
５
０
０
円　

申
込
／

２
月
18
日
㈯
ま
で

幼
児
食
教
室

　

離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
の
移
行
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
２
月
22
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
１
歳
６
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
子育て
支援センター

あいあい
ホール

問
合
せ
／
あ
い

あ
い
ホ
ー
ル
☎

０
７
７
４（
４
１
）

２
２
６
３

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

１
月
受
付
分

地
区
名      

亡
く
な
っ
た
人�

年
齢

坊
之
池	

小
嶋　

千
鶴
さ
ん�

94
歳

田　

井	

竹
山　

和
一
さ
ん�

80
歳

下
津
屋	

喜
多　

恒
夫
さ
ん�

75
歳

　

栄	

栗
林　

為
喜
さ
ん�

86
歳

　

〃	

山
本　

幸
治
さ
ん�

70
歳

明親小学校（敬称略） 御牧小学校（敬称略）

１
年　
前
原　
あ
い（
大
橋
辺
）

　
　

ア
サ
ガ
オ
の
花
の
模
様
ま
で
、
細

か
く
描
け
て
い
ま
す
。

評

１
年　
大
杉　
篤あ

つ

史し
（
大
橋
辺
）

　
　

人
物
が
大
き
く
描
け
、
笑
顔
か
ら

大
き
く
な
っ
た
う
れ
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
作
品
で
す
。

評

１
年　
打
越　
梨り

倖こ
（
相
島
）

　
　

デ
ザ
イ
ン
や
色
づ
か
い
を
工
夫
し
、

カ
ラ
フ
ル
な
服
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

評

１
年　
上
田　
遥は

る

香か
（
坊
之
池
）

　
　

大
き
な
口
に
い
っ
ぱ
い
の
歯
を
貼

る
こ
と
で
、
迫
力
の
あ
る
表
情
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

評

１
年　
小
嶋　
ゆ
う
り（
相
島
）

　
　

絵
の
具
の
重
ね
塗
り
に
よ
り
、
あ

た
た
か
み
の
あ
る
肌
色
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

評

１
年　
石
川　
尚な

お

哉や
（
野
村
）

　
　

口
の
形
や
目
の
向
き
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
表
情
を
豊
か
に
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

評

　このコーナーに掲載�
した作品は、ゆうホール 
１階で２月16日㈭から
３月14日㈫まで展示し�
ています。ぜひ、お立
ち寄りください。

　　色に濃淡をつけたり、色を重
ねたりして影を表現することがで
きました。

評

５
年　
堀
池　
愛ま

な

実み
（
北
川
顔
）

　　一枚の写真から周りの景色を
想像しました。写真から新しい世
界が飛び出してきたような作品に
なりました。

評

５
年　
明
主　
空く

う

也や
（
中
島
）

　　肌の色は、色を混ぜて新しい
色を作り出すことができています。
評

５
年　
戸
田　
琉る

葵き

哉や
（
島
田
）

　　稲の色は濃淡や、色の重なり
を意識して描くことができました。
評

５
年　
河
村　
美み

里さ
と（
坊
之
池
）

　　「いちごケーキはピアニッシ
モで」という本の一場面です。様
子をよくとらえています。

評

４
年　
山
尾　
寧ね

ね々

佳か
（
大
橋
辺
）

こどものコーナー


